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表 4-1
「千葉大学教育学部研究紀要」編集・発行要領
第１　この要領は，「千葉大学教育学部研究紀要」（以下「紀要」という。）の投稿及び編集・発行に関し必要な事項を定めたものである。
第２　紀要は，少なくとも各年度１回発行する。
第３　投稿資格者は，教育学部の教授，准教授，講師，助教，特任教員，非常勤講師（当該年度），本学部附属学校副校園長，教諭，栄養
教諭及び養護教諭，日本学術振興会特別研究員（当該年度）とする。ただし，非常勤講師（当該年度），本学部附属学校副校園長,教
諭,栄養教諭及び養護教諭，日本学術振興会特別研究員（当該年度）が投稿を希望する場合は，本学部の教授，准教授，講師，助教の
いずれか１名の推薦を付することを条件とする。なお，共同研究者に関しては前記に限らないものとする。
第４　投稿する論文は，次のとおりとする。
　　一　未公刊のものに限る。
　　二　投稿者１人につき１編，刷上り10頁以内とする。ただし，投稿者が経費を研究費等により負担する場合はこの限りではない。
第５　原稿の作成については，別に定める「千葉大学教育学部研究紀要」投稿細則による。
第６　校正，修正及び編集等は，次による。
　　一　提出した原稿は，原則として変更を加えることが出来ない。
　　二　活字，体裁等は，教育学部研究紀要編集委員会（以下「編集委員会」という。）が指定する。
　　三　編集委員会が修正の必要を認めた場合は，投稿者と協議する。
　　四　原稿の掲載順序は，分野ごとの原稿受付順とする。ただし，同一分野内に縦書き原稿と横書き原稿が混在する場合は，それぞれ
の受付順とする。縦書き原稿においては，原稿受付の遅いものから若い通し頁を付する。
　　五　投稿者校正は２回とし，速やかに校正を行うものとする。遅延する時は編集委員会の責任において処理する。
　　六　最終校正は，編集委員が行う。
第７　原則，別刷りについては50部までは本学部研究紀要経費で負担する。50部を越える場合は，投稿者が研究費等で負担することができる。
第８　紀要には，論文の他，編集委員会が必要とするものを掲載することができる。
第９　紀要に関する庶務は，総務係が担当する。
２　「千葉大学教育学部研究紀要」投稿原稿様式マニュアル等，紀要の様式に関する詳細は，総務係に用意する。
第10　紀要に掲載された論文の著作権は著作者に属するが，各著作者は，本紀要の電子化・公開に必要な限度でその権利が編集委員会によっ
て行使されることを承認するものとする。
第11　本編集・発行要領の改訂は，千葉大学教育学部，図書・紀要委員会の議を経る。
　　　附　　則
１．本要領は，平成16年４月１日から実施する。
２．第４条第２号に定める研究費等により負担できるものは，次の場合とする。
　　一　頁を超過する場合。
　　二　カラー印刷をする場合。
　　三　２編以上投稿した場合。
３．編集委員会の委員は，図書・紀要委員会の紀要担当委員をもって充てる。
４．編集委員会の委員長は，図書・紀要委員長をもって充てる。
　　　附　　則
　この要領は，令和元年11月７日から実施する。
「千葉大学教育学部研究紀要」編集・発行要領
第４条第２号に定める投稿者の経費負担について
１．投稿者一人について刷り上がり10頁を超過する場合は，超過した１頁につき，4,000円を当人の研究費（校費）等から負担するものとする。
２．カラー印刷によって増加した費用（時価）を，当人の研究費（校費）等から負担するものとする。
３．投稿者一人について２編以上を投稿する場合は，２編目から１編につき，20,000円を当人の研究費（校費）等から負担するものとする。
　　なお，この場合も上記１．は，それぞれの原稿について適用されるものとする。
４．「千葉大学教育学部研究紀要」投稿細則１－２による投稿申込書において，投稿者，執筆者を明記する。
５．この要領は平成24年12月１日から施行する。
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●心理学における動機づけ概念の起源と発展（１）   
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●英語読字障害スクリーニングシステム開発    粉川あずさ・星野　郁佳・杉田　克生・杉田記代子 17
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121
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●ASEAN留学生のレポートから見るツインクルプログラムにお
けるASEAN留学生への教育活動内容の変容    芳賀　瑞希・野村　　純・谷　　恭子・山野　芳昭
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133
●知的障害のある自閉症児の乳幼児期から高等部までの食嗜好の
偏りの変化に関する研究    細川かおり・村上　芽衣・中西　晴之 139
●中学校総合的な学習の時間における植物遺伝資源としての雑穀
を活用した授業実践の効果    稲垣　建人・辻　　耕治 145
●学校教育における自然体験活動の実践力育成を目指した授業内
容の検討    西野　　明・下永田修二・佐藤　道雄・七澤　朱音
杉山　英人・小宮山伴与志・坂本　拓弥
153
●Ensuring Equity in English Education:   
Language Teaching Approaches and Methods for Individual 
Differences
 HOSHIKA Mami・TADOKORO Takahiro
HONDA Katsuhisa
157
●心と体の関係性と調和のあり方に着目した授業実践   
― 運動のねらいに着目した自己評価を元に―
 七澤　朱音 169
令和２
7 1
●大学３・４年生の自己形成モデルの検討･･････････････････････樽木 靖夫 1
●幼児の反事実的思考に事象の可逆性が及ぼす影響･･････････････中道 圭人 9
●理科第２分野のコア知識の一覧表の更新とBigIdeas・Core
　Ideasによる補強･･････････････････････････････････････････山下　修一 15
●青少年のインターネット利用に関する調査におけるオンライン
　調査の傾向････････････････････････････････････････････････藤川　大祐 21
　―平成30年度青少年インターネット利用環境実態調査の分析―
●教育心理学史序説･･････････････････････････････････････････大芦　　治 25
―第１報―
●スポーツにおける「競争」批判の論点････････････････････････杉山　英人 33
　〜B.ラッセルの競争批判に基づく競技と道徳性の関係性の一
　断面〜
●学校生活での気持ちに着目した筋ジストロフィー児の支援方法
について･･････････････････････････････････････････････････稲垣日花里・石田　祥代 45
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　―支援経験を持つ中学校教員を対象とした調査から―
●日英バイリンガル児の言語の特徴に対する在英日本人母親の
意識･･････････････････････････････････････････････････････篠沢　　薫・松嵜　洋子・松井　智子 85
●千葉県の幼稚園・保育園・認定こども園における食育への職
　員の意識･･････････････････････････････････････････････････辻　　耕治・秋元岐代子 93
●造形，美術（図画工作・美術科）教育における資質・能力（教
　育課題・目標）を基盤にした授業デザインとカリキュラム編成･･佐々木達行・鈴木　大啓・江藤　知香・小橋　暁子 99
　―「教育課題・目標」と「表現・鑑賞内容」の二視点からユ
　ニット（単元）を構成する編成方法の試案―
●大学生における過去の複雑な感情が生じた場面････････････････翁川　千里・岩田　美保 111
　―回顧法による検討―
●小学５年算数「平均とその利用」単元における真正的授業の開
発の試み･･････････････････････････････････････････････････髙木 　啓 石浜　健吾 藤田　有紀・古林 智美 117
小山 義徳 安部 朋世・藤川　大祐
●高校歴史教員を目指す大学生のためのGIS基礎教育････････････鳥光　一男 123
―高等学校「地理総合」の授業構想能力の育成をめざして―
●学校教育の各現場で求められる特別支援教育の今日的な課題
（その２）･･････････････････････････････････････････････････細川かおり・横山　健司・石田　祥代・平田　正吾 133
─千葉大学教育学部附属特別支援学校の事例から―････････････真鍋　　健・宮寺　千恵・北島　善夫
●児童・生徒の論理的文章作成能力向上のための基礎的調査･･････安部　朋世・橋本　　修・西垣知佳子・永田　里美 143
　―児童・生徒作文の誤用実態と校正活動―････････････････････田中　　佑・時田　　裕・青木　大和・松戸　伸行
●小学生が表現する電流モデルが電磁石単元の学習内容の理解に
　及ぼす影響････････････････････････････････････････････････佐藤　　誠・藤田　剛志 151
●英文作例参照用ソースコーパスの構築と用例検索ツールの開発･･西垣知佳子・赤瀬川史朗 159
●児童・青年はどのように泣いている友達に反応するのか････････髙橋　実里・中道　圭人 165
――悲しみの泣きと嬉し泣きの比較――
●HighScopeカリキュラムの特徴と日本の幼児教育への示唆･････砂上　史子・中道　圭人・入澤　里子・小林　直実 171
―2019年アメリカ・HighScope等関連教育施設の視察を中心と
して―
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― Development of the own audiovisual teaching materials and the teaching 
manual with pictures―
 OKADA Kanako
KAMAZUKA Yuko
KAGOTANI Megumi
SAITO Risako
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教 育
心 理 学 岩田　美保 基盤研究 (C)
独立行政法人
日本学術振興会 幼児・児童の感情言及と関係調整プロセス：他者理解への道筋を探る
教 育 学
片岡　洋子 基盤研究 (C) 独立行政法人日本学術振興会 現代中等教育におけるフレネ教育の研究
貞廣　斎子
基盤研究 (C) 独立行政法人日本学術振興会 教育財政における公私分担・配分構造の再構築と財政原則に関する研究
受 託 事 業 文部科学省初等中等教育局 少子化・人口減少社会に対応した活力ある学校教育推進事業
羽間　京子 基盤研究 (C) 独立行政法人日本学術振興会 保護観察における新たなアセスメントツールの有用性の検証
藤川　大祐 基盤研究 (C) 独立行政法人日本学術振興会 形態素解析を用いた小学生向け語彙学習教材生成システムの開発と評価
市川　秀之 若 手 研 究 独立行政法人日本学術振興会 動員としての教育―クリティカル・ペダゴジーの新展開―
高木　啓 基盤研究 (C) 独立行政法人日本学術振興会 教員養成における授業実践コンピテンシーと教育学コンテンツの結合
国 語 科
安部　朋世 基盤研究 (C) 独立行政法人日本学術振興会
言語分析力を育成し国語文法力向上に寄与する国語データ駆動型学習教
材開発の研究
佐藤　宗子 基盤研究 (C) 独立行政法人日本学術振興会
戦後児童文学にみる「文学」の体系化と規範化――少年少女向け叢書を
中心に
森田　真吾 基盤研究 (C) 独立行政法人日本学術振興会
「多様な言語材」を学習者自身が作ることを大切にした国語科授業開発
に関する研究
書写書道 樋口　咲子 基盤研究 (C) 独立行政法人日本学術振興会
水書用筆を活用した ICT教材及び授業開発と水書用筆を組み入れた書
写指導の理論構築
社 会 科
澤田　典子 基盤研究 (C) 独立行政法人日本学術振興会
古典期のマケドニア王国の権力者崇拝に関する研究：フィリポス２世の
治世を中心に
竹内　裕一 基盤研究 (C) 独立行政法人日本学術振興会
地方圏における「地域再生」を担う人材育成を目指した地域学習のあり
方に関する研究
戸田　善治
基盤研究 (C) 独立行政法人日本学術振興会
プロフェッション倫理と市民倫理の相剋を活用した倫理教育のグローバ
ル教材開発研究
奨学寄附金 千葉県税理士会 千葉県税理士会寄附講座
梅田　克樹 基盤研究 (C) 独立行政法人日本学術振興会 高校地理カリキュラムにおける環境教育の国際比較研究
金　　　慧 若 手 研 究 独立行政法人日本学術振興会 カントにおける非理想理論としての国際法論－－暫定的領有権の構想
小関悠一郎 若手研究 (B) 独立行政法人日本学術振興会
大名家臣団における藩政運営能力の形成・蓄積に関する基礎的研究―久
留里藩を事例に―
妹尾　裕彦 基盤研究 (C) 独立行政法人日本学術振興会 穀物とイモからみるアフリカ諸国の食料生産・消費をめぐる構造変動
数 学 科
澤邉　正人 基盤研究 (C) 独立行政法人日本学術振興会 有限群のベキ零部分群複体と付随するクイバーの表現
松尾　七重 基盤研究 (B) 独立行政法人日本学術振興会
就学前教育機関の教員等及び保護者を対象とした算数教育研修プログラ
ムの開発
白川　　健 基盤研究 (C) 独立行政法人日本学術振興会
構造相転移を伴う非線形自由境界問題における形態変化する安定構造の
研究
辻山　洋介 若手研究 (B) 独立行政法人日本学術振興会 証明の構想における議論の蓋然性に着目した問題解決・問題設定の促進
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理 科
加藤　徹也
基盤研究 (C) 独立行政法人日本学術振興会
シミュレーションによって支援された発見と検証の討論型物理実験教材
の開発
受 託 事 業 国立研究開発法人科学技術振興機構
日本・アジア青少年サイエンス交流事業（さくらサイエンスプラン）
科学技術体験コース
山田　哲弘 基盤研究 (C) 独立行政法人日本学術振興会
基材への吸着と二次元分子配列を強相関させた新規界面活性剤型防錆剤
の創出
大和　政秀
挑 戦 的
研究（萌芽）
独立行政法人
日本学術振興会 アーバスキュラー菌根菌胞子果の同定分類と有性生殖の探索
共 同 研 究 九州電力株式会社 オオバノトンボソウ保全に関する研究
笹川　幸治 若手研究 (B) 独立行政法人日本学術振興会
幾何学的形態測定法による昆虫口器の多様化機構の解明：オサムシ科幼
虫をモデル系に
大嶌　竜午 若 手 研 究 独立行政法人日本学術振興会
実験方法の妥当性と信頼性に関する生徒の評価・判断能力の解明とその
向上
泉　賢太郎
助 成 金 公益財団法人国際科学技術財団
温暖化に伴う海洋貧酸素化の長期変動と、底生生物への影響：ジュラ紀
前期の地層記録からの知見
助 成 金 一般財団法人日本文具財団 伝統工芸品「赤間硯」の硯石（赤間石）に関する岩石学的研究
助 成 金 公益財団法人深田地質研究所 ジュラ紀前期の海洋貧酸素化に対する底生生物の長期的応答パターン
英 語 科
西垣知佳子 基盤研究 (B) 独立行政法人日本学術振興会
小中高生の英文法能力獲得に資するデータ駆動型学習の活用と普及に関
する研究
星野　由子 基盤研究 (C) 独立行政法人日本学術振興会 小中連携を図るための中学入門期における診断用英語語彙テストの開発
物井　尚子 基盤研究 (C) 独立行政法人日本学術振興会
児童の L2WTC を促進する英語教育プログラムの開発・検証とその普
及
石井　雄隆 若手研究 (B) 独立行政法人日本学術振興会
ライティングプロセス可視化コーパスの構築と英語学習者のライティン
グプロセスの解明
美 術 科
後藤　雅宣 基盤研究 (C) 独立行政法人日本学術振興会
重色とブレンディング・モードによる美術教育法に関する比較研究およ
び実証
宮 崎　　 甲 基盤研究 (C) 独立行政法人日本学術振興会
鎌倉期における金銅仏鋳造法の実証研究―那古寺金銅千手観音菩薩像か
ら探る―
小橋　暁子 基盤研究 (C) 独立行政法人日本学術振興会
資質・能力の育成と幼小の接続に焦点をあてた造形教育カリキュラム開
発
佐藤　真帆 若 手 研 究 独立行政法人日本学術振興会 伝統的なものづくりと新しい文化的アイデンティティに関する研究
神野　真吾 基盤研究 (C) 独立行政法人日本学術振興会
美術館における社会的課題を踏まえた子ども対象のアート・プロジェク
トのモデル化
保 健
体 育 科
小宮山伴与志 基盤研究 (C) 独立行政法人日本学術振興会
持続時間の異なる激運動とそのトレーニングに対する中枢直流電気刺激の
効果
下永田修二 受 託 事 業 千葉市 千葉大学パラスポーツ交流会
七澤　朱音 挑 戦 的萌 芽 研 究
独立行政法人
日本学術振興会
反省的実践家を育成する新しい教員研修〜授業中の省察を可能にする方
法論の提案〜
技 術 科
飯塚　正明 基盤研究 (C) 独立行政法人日本学術振興会
技術科領域におけるグローバル PDLを用いた実証的 STEM教育プログ
ラムの開発
辻　 耕 治
基盤研究 (C) 独立行政法人日本学術振興会
東南および南アジアと連携した SDGs への農業・環境教育からの有効な
アプローチ方法
補 助 金 独立行政法人日本学術振興会
ひらめき☆ときめきサイエンス〜ようこそ大学の研究室へ〜ＫＡＫＥＮＨＩ
「遺伝子も資源である」ことを身近な作物の多様性から学ぼう
教室名 代表者氏名 研究種目 委託者 研究課題名
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特別支援
教 育
石田　祥代 基盤研究 (B) 独立行政法人日本学術振興会 後期中等教育におけるインクルーシブ教育の展望とその方略の提言
平田　正吾 若 手 研 究 独立行政法人日本学術振興会
自閉症スペクトラム障害児における「運動 - 社会性連関」の成立メカニ
ズムの解明
真鍋　　健 若 手 研 究 独立行政法人日本学術振興会 幼児期の経験を無駄にしない：「深い学び」の継続支援システムの開発
宮寺　千恵 基盤研究 (C) 独立行政法人日本学術振興会
不注意ならびに多動性傾向の高さが学業成績や自尊感情に及ぼす影響に
関する検討
幼児教育
砂上　史子
基盤研究 (C) 独立行政法人日本学術振興会
施設入所児・要支援家庭児に対する保育者の専門性向上のための研修プ
ログラムの開発
共 同 研 究 千葉市 保育環境、家庭環境が１・２歳児の社会・情動的能力に及ぼす影響の検討
松嵜　洋子
基盤研究 (C) 独立行政法人日本学術振興会
幼児初期の移動的・平衡的運動の形成過程における保育環境と指導方法
の解明
受 託 事 業 文部科学省初等中等教育局 幼稚園教諭免許法認定講習等推進事業
駒　久美子 助 成 金 公益財団法人前川財団
日米両国の就学前施設等における子育て支援に関する研究―絵本による
音楽づくりに焦点をあてて―
中道　圭人
基盤研究 (C) 独立行政法人日本学術振興会 幼児期のメンタル・タイムトラベルの発達：反事実的思考と未来思考
助 成 金 公益財団法人前川財団 幼児期の自己制御が学齢期の学業的・社会的適応に及ぼす影響
養護教諭
高橋　浩之 基盤研究 (C) 独立行政法人日本学術振興会
教員養成分野におけるジェネリック・スキル育成のための教育的介入の
検討
野村　　純
補 助 金 独立行政法人日本学術振興会
ひらめき☆ときめきサイエンス〜ようこそ大学の研究室へ〜ＫＡＫＥＮＨＩ
傷を治す体の仕組みを免疫細胞から考えてみよう
補 助 金 文部科学省
令和元年度大学改革推進等補助金（大学改革推進事業）
大学教育再生加速プログラムテーマⅢ（高大接続）「次世代スキップア
ップ」プログラム
三森　寧子 基盤研究 (C) 独立行政法人日本学術振興会
幼児教育におけるソーシャルキャピタルを核とした健康発達資産の醸成
に関する研究
教員養成
開 発
センター
土田　雄一 受 託 研 究 公益財団法人千葉県産業振興センター 2019 年度中核人材育成事業（京葉臨海コンビナート人材育成講座）
保坂　　亨
受 託 事 業 独立行政法人教職員支援機構
教員の資質向上のための研修プログラム開発・実施支援事業
指標に基づいた現職教員研修の高度化・体系化プログラム開発・実施事業
受 託 事 業 文部科学省総合教育政策局 現職教員の新たな免許状取得を促進する講習等開発事業
磯邉　　聡 基盤研究 (C) 独立行政法人日本学術振興会
適応上の問題を抱える生徒に対する援助的な視点に基づいた『教育臨床
的進路指導』
笠井　孝久 基盤研究 (C) 独立行政法人日本学術振興会
教員を志望する高校生へのキャリア支援：学部教員養成以前の教職カリ
キュラムを考える
教育学部
附 属
幼 稚 園
山田　哲弘
受 託 事 業 国立教育政策研究所 教育課程研究指定校事業
奨学寄附金 公益財団法人ソニー教育財団 2019 年度ソニー幼児教育支援プログラム
教育学部
附 属
小 学 校
小池　翔太 受 託 事 業 文部科学省初等中等教育局
次世代の教育情報化推進事業（情報活用能力の育成等に関する実践的調
査研究）
教育学部
附 属
中 学 校
石田　剛志 助 成 金 公益財団法人武田科学振興財団
中学校理科第２分野地学領域を体系的に学習するための授業プログラム
開発
教室名 代表者氏名 研究種目 委託者 研究課題名
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「千葉大学教育学部研究紀要」投稿細則
１　「論文」原稿の申し込み及び投稿
　　千葉大学教育学部研究紀要（以下「紀要」という。）の投稿期限及び提出先は，次のとおりとする。
　１－１　投稿希望者は，教育学部研究紀要編集委員会（以下「編集委員会」という。）が定めた期日までに，投稿
原稿様式マニュアルに従い作成した原稿を，投稿申込書，投稿者チェックシート等とともに提出する。
　１－２　提出先は，編集委員会委員長（事務担当：総務係）とする。
　１－３　論文の著作権は著作者に属するが，各著作者は，本紀要の電子化・公開に必要な限度でその権利が編集委
員会によって行使されることを承認するものとする。
　１－４　投稿原稿について，編集委員会が修正を求める場合がある。
２　「論文」原稿作成について
　２－１　原稿は原則として日本語あるいは英語によって作成する。日本語と英語以外の言語による原稿の作成がど
うしても必要な場合は，和文原稿あるいは英文原稿のいずれかに準じた書式とする。
　　　　　原稿の種類に関わらず，マージンは，上下左右ともに２．５cm程度とする。ただし，原稿用紙を使用する
場合は，原稿用紙のマージンをもって上記のマージンを満たしているものとする。
　　　　　原稿は全て，なみ字体（英語ではローマン体）とし，太字体（ボ－ルド体）や斜字体（イタリック体）等
が必要な箇所は，ハードコピーの原稿に校正記号で指示することが望ましい。なお，手書き原稿においては，
これに準じた対応をする。
　　　　　和文論文の場合，アルファベットを使用している部分を除き，句読点は，横書きは「，」と「。」，縦書きは「、」
と「。」を使用する。
　２－２　原則として横書きで作成すること。ただし，特に必要であるときは縦書きで作成することを認める。
　　２－２－１　横書き原稿の場合
　　　　　　　和　文：縦置きＡ４用紙に，１行40字，１頁40行の１段組で原稿を作成する。
　　　　　　　英文等：縦置きＡ４用紙に，１行40字，１頁40行の１段組で原稿を作成する。
　　　　　　　　和文，英文原稿に関わらず，表紙（表題，著者名，所属，キーワード，要旨及び表題・著者名・所
属に関する脚注）は，本文と同じく１段組みで作成する。
　　２－２－２　縦書き原稿の場合
　　　　　　　和　文：横置きＡ４用紙に，１行40字，１頁40行の１段組で原稿を作成する。
　　　　　　　　表紙（表題，著者名，所属，キーワード，要旨及び表題・著者名・所属に関する脚注）は，本文と
同じく１段組みで作成する。
　　　　　　　　和文要旨及び英文要旨はそれぞれ，表紙及び本文とは別紙として用意する必要はない。
　２－３　引用文献の引用方式及び表記方式は特に定めないが，同一論文中では，同一の引用及び表記方式を用いる。
　２－４図及び表の作成方法
　　２－４－１　図・表は，１枚ずつ別紙に用意し，それぞれの図・表の裏面に，著者名，筆頭著者の所属名と各図・
表番号を明記する。また，本文中には図・表の挿入箇所を明示する。ただし，本文中に図・表を挿入
した場合は，著者名等の情報を明記する必要はない。
　　　　　　　　図・表は希望する縮尺サイズを明示する。なお，編集の都合上，図表の縮尺サイズの最終決定権は
編集委員会に帰属するものとする。編集上の都合で，著者が希望した以外の縮尺サイズで，図表が掲
載された場合，本件に関して異論のある著者は，初稿で示された段階において，編集委員会に対して
申し出を行い，同委員会と協議して最終縮尺サイズを決定するものとする。
　２－５著者が，作成原稿で使用した言語を母語としない場合，著者の責任においてネイティブスピーカーによる
原稿の言語チェックを行うことが望ましい。
　２－６　著作権に関わる図・表等を引用する場合は，投稿者の責任において著作権保持者から同意を得る。
　２－７その他，原稿の体裁に関わる詳細は，別に定める「千葉大学教育学部研究紀要」投稿原稿様式マニュアル（以
下「マニュアル」という。）に従う。
３　この細則及びマニュアルの改定は，教育学部図書・紀要委員会の議を経るものとする。
　　　附　則
　この細則は，令和元年11月７日から実施する。
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論文題名：和文論文・英文論文にかかわらず，和文タイトルと英文タイトルを必ず用意する。
著者氏名：和文論文・英文論文にかかわらず，日本語と英語を必ず用意する。
　　　　　英語での表記は略さず，FamilyName,MiddleName(お持ちの方のみ),GivenNameの順に記述すること。
著者所属：和文論文・英文論文にかかわらず，日本語と英語を必ず用意する。
　　　　　教育学部の専任教員及び本学部附属学校教諭であっても，所属を明記する。学生も本人の所属機関，学部
名を記述する。なお，学生は，所属末尾に博士課程，修士課程，学部生，専攻生，研究生の別を明記する（社
会人の学生は，各自の職場名あるいは学生としての身分のいずれを記述してもよい）。
　　　　　在学中の研究に関わる論文にあっては，卒業（修了）後であってもその研究を行った時の所属のみを記述
してもよい。
　　　　　所属は必ず主となる所属名を記述（どうしても必要であれば，括弧書きで，その他の所属名を添えてもよ
い）する。記述にあたっては，学部名あるいはこれに相当するランクの詳細まで記述する。なお，学部は，
Departmentではなく，Facultyとして表記する。
連絡著者(CorrespondingAuthor)の明示：著者が二名以上の場合には，必ず連絡著者名を明示すること。連絡先の
明示は義務づけないが，できる限り，メールアドレス等を記述する。
要　　旨：和文論文は必ず和文要旨を，英文論文は必ず英文要旨と和文要旨を準備する。両要旨ともに段落は設けな
いこと。
　　　　　なお，和文論文に関しても，可能な限り，英文要旨を用意する。
　　　　　英文原稿の和文要旨及び和文原稿の英文要旨は下記のような形式で提出する。　　　
　　　　　和文要旨は，本文400字以内（句読点は字数に含め，スペース部分は字数に含めない），英文要旨は，本文
300words以内（カンマ，ピリオド等は字数に含め，スペース部分は字数に含めない）とする。いずれの場合も，
字数，用語数は厳守する。
キーワード：和文論文，英文論文ともに，５語以内のキーワードを，必ず日本語及び英語で準備すること。記述順序は，
重要なワード順とする。
欄外見出し：和文原稿では和文40字以内，英文原稿では英文50字以内の欄外見出しを決定し，投稿者の責任において
原稿投稿時に提出する。
和文論文作成マニュアル
和文論文は，次の記入例に従い，１頁目に表紙，２頁目に本文，最終頁に英文要旨等の順に作成すること。
注：英文要旨を作成しない場合も，英文の論文タイトル・氏名・所属・キーワードを明示する。
記入例　[和文の場合]
[１頁目]　表紙
　　　　　日本語でのタイトル
　　　　　千葉太郎1)・教育　好2)・紀要進造1)・教育修子3)　
　　　　　1）千葉大学・教育学部
　　　　　2）世界教育研究所・環境科学部門
　　　　　3）千葉大学大学院・教育学研究科・修士課程
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　　　　　参考：博士課程学生は東京学芸大学連合大学院教育学研究科・博士課程という様式で記述する。
　　　　　　　　学部生の場合は千葉大学教育学部・学部生という様式で記述する。
　　　　　　　　専攻生の場合は千葉大学教育学部・専攻生という様式で記述する。
　　　　　　　　研究生の場合は千葉大学教育学部・研究生という様式で記述する。
　　　　　要旨
　　　　　キーワード：宇宙・教育・日本・学部・大学
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　*連絡先著者：E-メールのアドレス等を記述
[２頁目]　本文（和文）
　　　　　序
　　　　　１　目的
　　　　　２　方法
　　　　　３　結果
　　　　　４　考察
　　　　　謝辞
　　　　　引用文献
　　　　　注　本文の章立てについては，必ずしも通し番号をつける必要はない。
[最終頁]　英文要旨等
　　　　　英語でのタイトル
　　　　　CHIBATaro1),KYOIKUKo2),KIYOR.Shinzo1)andKYOUIKUShuko3)
　　　　　1)FacultyofEducation,ChibaUniversity,Japan
　　　　　2)DivisionofEnvironmentalScience,TheInstituteofWorldEducation,USA
　　　　　3)GraduateSchoolofEducation,ChibaUniversity,Japan;GraduateStudent
　　　　　Abstract本文（可能な限り用意する。）
　　　　　KeyWords:Universe,Education,Japan,Faculty,University
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　*Correspondingauthor：E-メールアドレス等を記述
　　　　　注１：上記例示の氏名中の「Ｒ．」はミドルネーム。
　　　　　注２：英文での氏名の表記は，姓を最初に示し，名を後に表記する。また，姓はすべて大文字で表記する。
英文論文作成マニュアル
英文論文は，次の記入例に従い，１頁目に表紙，２頁目に本文，最終頁に和文要旨等の順に作成すること。
記入例　[英文の場合]
[１頁目]　表紙
　　　　　英語でのタイトル
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　　　　　CHIBATaro1),KYOIKUKo2),KIYOR.Shinzo1)andKYOUIKUShuko3)
　　　　　1)FacultyofEducation,ChibaUniversity,Japan
　　　　　2)DivisionofEnvironmentalScience,TheInstituteofWorldEducation,USA
　　　　　3)GraduateSchoolofEducation,ChibaUniversity,Japan;GraduateStudent
　　　　　Abstract本文

　　　　　KeyWords:Universe,Education,Japan,Faculty,University
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　*Correspondingauthor：E-メールアドレス等を記述
[２頁目]　本文（英文）
　　　　　
　　　　　Introduction
　　　　　１　Propose
　　　　　２　Method
　　　　　３　Result
　　　　　４　Imprication
　　　　　Acknowledgements
　　　　　References
　　　　　注　本文の章立てについては，必ずしも通し番号をつける必要はない。
[最終頁]　和文要旨等
　　　　　日本語でのタイトル
　　　　　千葉太郎1)・教育　好2)＊・紀要進造1)・教育修子3)　
　　　　　1）千葉大学・教育学部
　　　　　2）世界教育研究所・環境科学部門
　　　　　3）千葉大学大学院・教育学研究科・修士課程
　　　　　要旨
　　　　　キーワード：宇宙・教育・日本・学部・大学
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　*連絡先著者：E-メールアドレス等を記述
　　　　　注１：上記例示の氏名中の「Ｒ．」はミドルネーム。
　　　　　注２：英文での氏名の表記は，姓を最初に示し，名を後に表記する。また，姓はすべて大文字で表記する。
CD-R・USBメモリ等の提出に関する依頼事項
　原稿は，ハードコピー（１部）とCD-R・USBメモリ等（以下「CD-R等」という。）の両方の方式で提出する。
　イタリック体等の字体に関してはハードコピーに，赤字で字体等の指示を明記することが望ましいが，必ずしも行
う必要はない。通常汎用されているパソコンソフトであれば，いずれのソフトを使用して原稿を作成してもよい。た
だし，ワープロ専用機を使用する場合は，原稿作成者の責任においてパソコン対応ソフトに変換することを条件とする。
　図・表に関しても可能な限り，版下となりうるデータをCD-R等に保存し，提出することが望ましい。
　ハードコピーで提出する図・表の裏には，１枚ずつ図・表の番号，所属・氏名等を記入する。
　提出CD-Rには，使用OS名，ソフト名を明記する。（USBメモリ等の場合は，同様の内容についてメモを添付すること。）
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